20130120　1部礼拝
だれが神の国に（ルカ18:18-30)
今、世の中の人々がこの歴史のテーマにしているものはなんでしょうか。また、人生のテーマとして取り上げているものはなんでしょうか。いろいろあるでしょう。そして、今の政権のテーマは経済再生というキャッチコピーになっています。ときには世界平和をテーマに取り上げて、世界をまとめようとしている場合もあります。環境汚染をどうすればよいかというテーマもあるし、また人権保護というテーマを取り上げて取り組む場合もあります。また、ひとりひとり個人的に自分の人生のテーマはいったいなんなのかについていろいろなことを考えるでしょう。それはもちろん、必要な内容であると思います。しかし、今日、創造の真の神様に、その神様を信じて礼拝を捧げているクリスチャンの私たちにとって歴史のテーマ、人生のテーマはいったいなんでしょう。その部分を惑わされないではっきりしなければなりません。それは世の中の人は理解できないし、まったく知らないテーマです。この歴史と人生のテーマは神の国です。世界平和ではありません。親子の愛ではありません。人々の愛情ではありません。環境保護ではありません。自然保護でもありません。この歴史のテーマはひとりひとり人の人生のテーマは神の国です。人は自然にできたものではなく、創造の神によってつくられた被造物です。特に人間はこの地球、宇宙の主人公としてつくられたものです。人がつくられたとき、神のかたちにつくられたと言われています。犬や猫とは最初からそのつくりが違います。存在そのものも、価値も最初からまったく違います。人間はたましいのある神のかたちにつくられたものです。その神のかたちにつくられた人が生きていくのを歴史と言います。またひとりひとりの人生と呼びます。神のかたちにつくられたというのは、人間はただ人、人間だけの独立的な存在ではなく、神によって祝福され神の祝福をいただいているもの、神様に祝福されている存在という意味です。それによって成り立つものです。もし神の祝福がなければ人、また人の人生は祝福になりません。成り立ちません。元々、最初からそのようにつくられました。「なぜそうなのでしょうか」と訴えたり、何かを言いたい、文句を言いたい方もいらっしゃるかもしれませんが仕方がありません。最初からつくりがそうなっています。神様の祝福なしでは生きていけないようになっています。神様に祝福されて、それで人間というものはこの世界を治め、世界を征服して、世界で花を咲かすことができるように神から与えられる真の安らぎ、真の安息を味わう唯一の存在です。猫や猿には安息、安らぎと言う言葉は当てはまりません。神のかたちにつくられた人間だけに許されている唯一の特別な祝福です。そこに幸せを感じることもあるし、神様に祝福されているのでその祝福ゆえに人は平安であり安らぎを味わえるようになるし、その結果、この宇宙、自然、そのすべてを治め、そこから神の栄光を咲かすことができる存在でした。幸せでした。しかし、人はその幸せ、神のかたちである祝福を根こそぎサタンと呼ばれる悪魔に奪い取られてしまったのです。悪魔、サタンというものは目に見えない霊的な存在なのですぐにだまされるようになります。それで蛇をとおして一番最初の人間だったアダムとエバを惑わしだまして、神様に対していつでも感謝し賛美を捧げるべきなのに、罪を犯すよう惑わしてしまいました。神に背いて神様のおっしゃることを破って、神様を裏切り神様を捨ててしまうような罪を犯すようにしてしまいました。この罪によって人は堕落し、悪魔、サタンが神のかたち、神様の祝福、その中にある真の安らぎと真の勝利を根こそぎ全部奪い取ってしまいました。そのときから人は、人の人生は不幸な人生を歩くようになってしまいました。そこから、人生の不幸というものは、はじめてスタートするようになります。そのときまでは不幸という言葉は存在しませんでした。死ぬということもありませんでした。悲しみなどもありませんでした。苦しみなどもありませんでした。そのときから不幸な人生が始まり、そのときから人々は様々な苦しみ、苦痛を味わい人生を生きるしかないものになってしまいました。ときには精神的な様々なプレッシャーと圧迫による精神の苦痛を患わないといけないし、あるいは訳も理由もよく分からないまま身体、肉体的に様々な苦しみ、苦痛を味わうようになるしかありません。また、社会の様々なシステムによる偏見や差別、疎外するようないろいろなことによる苦痛というものを味わうようになってしまいました。もっと大変なのはこの神のかたちが壊れて、神さまの真の祝福を根こそぎ全部奪い取られてからは、それを取り戻ることができないまま不幸を歩いていたのですが、どうすればよいのか分からないまま、答えでもないものを答えだと思ってもがいてもがいて、もがきの人生を歩くようになりました。神のかたちが壊れてからそうなってしまいました。それから、ここに行けば幸せがあるだろうか、あそこに行けば幸せがあるだろうか、こうすればよくなるだろうか、ああすればよいのかとあらゆることを模索して工夫するようになりましたが、そこに本物の幸せ、本当の祝福は見当たりません。つまり、最初から最後までひとりの人生、また歴史の最初から最後までさまよい続けるようになってしまいました。まるで出口のない迷路をずっとさまよっているような状態になってしまいました。宿題が出されたのですが答えがまったくない宿題、一生宿題を背負って、疲れて重荷を背負ってその宿題を解くために、宿題をどうにかしようとして頑張るしかありません。けれども、答えがありません。答えのない宿題に一生奴隷になって、一生捕らわれて生きるしかない存在、そのような状態になってしまいました。ですから、ときには奴隷のような状態になって、なにかに依存し、なにかに捕らわれてそこから自分では抜け出すことができない、出られない苦しみというものもあります。それがギャンブルという形になる場合もあるし、あるいは薬、酒、セックスなどになる場合もあるし、いろいろな形でなにかに捕らわれます。最近は携帯やゲーム、いろいろなものにはまって抜け出すことができない場合もあります。神の祝福が分かって、その祝福の上に立って真の安らぎと幸せがあるときには、なにかに捕らわれて抜け出すことができない、また、なにかを握ってこれは絶対に見放すことができない、これは捨てることができないということはありませんでした。すべてから自由です。それなのになにかに捕らわれるのです。それが人の場合もあります。「私は人の愛情なしでは生きていけません」それも奴隷です。人間は尊い神の子だし、すべてを支配しコントロールし神の栄光を咲かすべき存在なのに、このすべてに奴隷になってしまいました。支配すべき内容、支配すべきものが、逆に人の心を捕えて人の人生を支配するような形、もう逆転しまいました。なぜこのようになってしまったのでしょうか。神のかたちにつくられたのにそれが壊れて、それが無残にも全部打ち砕かれて根こそぎ神様の祝福を、神様ご自身を失い、神様の祝福を根こそぎすべて悪魔、サタン、暗やみの勢力に奪い取られてしまった結果です。そして、このままの状態ですっと行きますと、なにがどう変わろうが関係なく、人間には一度死ぬことと死後には裁きを受けることが定まっています。裁かれて人生が終わったあとは永遠の滅び、永遠の刑罰の方に入るようになっています。そうなるしかありません。
それから、歴史がそれを証明し、ひとりの人生の中からもそのような証拠がいくらでも見られますが、このような不幸な人生はなにをして、なにがどう変わろうがここからは抜けだせません。宗教に取り組んで一生懸命、宗教的に頑張って努力し、自分を磨いて頑張っていても、その最終的な結論は人殺しでした。それが宗教の結論です。人が自分の力で自分の人生をどうにかしようとして頑張ると、世の中では皆、それに拍手を送ってほめられるかもしれません。賞賛されます。でも、それではどうにもならない問題なのです。奪われてしまった神の祝福を取り戻すことはできません。そして、神の祝福を取り戻すことができない限りは出口のない迷路をさまよいつつ、結局は世の神、暗やみの支配者と言われている悪魔に支配され、コントロールされ人生パーになってしまいます。なんと大変でしょうか。多くの人が豊かに裕福になればどうにかなるだろうと思いますが、裕福になるとどんどん人間は神から離れてしまうようになり、まるでノアの時代の大洪水によってすべてが流されてしまったように、災いによってその勘違いは全部砕かれるようになります。それが歴史の証明です。いまだ人間はそれに気づいていません。
それから、技術、知識、文化、文明が発展していけばより良い社会になり、今いろいろな問題があってもそれを補っていくように、どんどん穴を埋めていくようになって、最終的にはもうなにも欠点もないユートピアのような素晴らしい社会を築いていけるのではないかと勘違いします。また、世界がそれに対しては皆が意見交換をしながら手をつなぎ、そちらの方向に行きましょうとしています。しかし、発展は悪くありません。でも、奪われてしまった神の祝福、また失ってしまったすべての祝福の根源である神様を取り戻すことはできません。逆にどんどん神に敵対する方向に行って、それはバベル塔が崩れたかのように全部崩れ、粉々になってしまいます。歴史を素直に見ることができれば、本当に良心的に見ることができれば、人間がいまだ誇りにして自慢にしている人間のヒューマニズム的なプライドなどは本当は粉々にならないといけません。学者でも研究者でも政治家でも。でもそれを見る目がありません。見る目を持っている人がいません。見ることができない、すべてが暗く隠されているので。歴史はそのように私たちに語っているのに、ひとりひとりの人生でも私たちにそれを語りかけているのではないでしょうか。人間の発展とはいったいなんなのか。第一次、第二次世界大戦を呼び起こすようなものではないのかと訴えかけているにも関わらず、人はいまだに発展さえあれば地球は変わる、人生は幸せになると勘違いしています。そのようなものでは人の幸せは取り戻すことはできません。学問の世界に深く取り組んで研究し、その結果をもって社会に貢献すればこの社会はより良い社会になると思うでしょう。それでどのくらいの年月が流れているのでしょうか。それでどのくらい良くなったでしょうか。ただ寿命が少し延びたと言うことはあるかもしれません。寿命が延びたからと言って社会が良くなって、ひとりの人生が幸せになったことでしょうか。ただ長生きすればそれで幸せでしょうか。皆そのようなことで人をふり回し惑わし勘違いをさせるのです。人は、世の中は実は神様の祝福によって幸せになるし、また生きていける、成り立つものなのに、それを根こそぎ全部奪い取られてしまった状態です。そして、そこからは抜け出すことはできないようになっています。ですから、歴史のテーマ、人生の本当のテーマは豊かになるのか、健康になるのか、なにがどう変わるのか、世界平和などではなく、この奪い取られてしまった、根こそぎ全部持っていかれてしまったこの真の祝福、真の人生を取り戻すことがテーマです。つまり、失ってしまいました。離れてしまった神様の元に戻って神様と一緒になり、また奪い取られてしまった神の祝福を取り戻して神の祝福が臨まれること、それがテーマです。それが歴史が今も流れている理由であるし、ひとりひとりの人間がこの世の中に生きている理由です。それがなければすべては結局はバベル塔が崩れるかのように無駄なもの、意味の無いものになってしまいます。ときには素晴らしいと賞賛されるものが逆に本物のテーマを隠し、それを見えないように惑わしてしまう役割、働きをする場合もあります。よく礼拝を捧げている私たちは真の神様が生きていらっしゃることを信じて、その神をほめたたえて賛美を捧げる、その神の御声を聞くためにここに集まり、神様のお話を聞いているクリスチャンであれば、そのテーマははっきりしないといけません。今までなにが一番大事なトップテーマだったでしょうか。そこを取り換えないといけません。それを言葉を変えますと神の国に入ると言います。失っていた神様にまた戻って出会い、そして、その神様からの祝福をまた取り戻して、そこにある真の安らぎ、本来、神の祝福によってすべてを勝ち取って勝利し支配していく神のかたちの祝福を取り戻すこと、それを神の国に入ると言います。それで地球のテーマは神の国に入るかどうかなのです。ひとりひとりの人生のテーマは神の国に入るかどうか、神の国が臨まれるかどうかがテーマです。ぜひ、それをテーマに絞って他のテーマは全部消してください。クリスチャンはテーマが違います。他のなにかのテーマによって傷ついたり、自慢したり、笑ったり泣いたりしていたこともほどほどにしましょう。神の国がテーマです。神の国に入るかどうかがテーマです。その人がニコデモのように社会的に成功し、その家系の背景がものすごく素晴らしい立派な家系であり、指導者の立場であり、皆に尊敬され財産もある程度持っていて不自由ないといった完璧にすべてを揃えているような人間でも、神の国に入ることがなかったならばその人の人生に幸せはありません。それを私たちは気づくようになりました。それが奇跡です。神の国に入る人が幸せな人間、神の国に入った人が勝ち組、神の国に入った人が成功ある人生、そうでない者は失敗の人生、負け組であり、そうでないものは悲しみのままの人生です。神の国に入った人の人生は保証されている人生、喜びにあふれる人生、この世が与えることのできない平和と安らぎにあふれる人生であり、その人生を歩くようになります。その分かれ目と言うものは神の国です。良い大学に入るとしても神の国に入ろうとはしません。大手企業に入ろうとしても神の国に入ることは知りません。テーマは神の国に入るかどうかです。他のテーマによって悲しんだり自慢したりしないでください。テーマは神の国に入ることです。これからも同じです。政権がどう変わろうが環境がどう変わろうが人類のテーマは神の国です。神の国に入るかどうかです。しかし、残念ながら聖書は私たちに語っています。だれもこの神の国に入ることはできません。だれもできません。
ある役人の人がイエスさまのところに来て質問をしました。「どうすれば永遠のいのちを受けることができますか」。この神の国に入ること、永遠のいのちを受ける、あるいは他の弟子たちの質問の中には「それでは救われる人はいないのでしょうか」と救いといろいろな言葉を使います。「どうすれば永遠のいのち、つまり神の国に入ることができるのでしょうか」とイエス様の前で聞きました。そのときにイエス様はこのように答えました。まず、尊い方と言いながら聞きました。これは本当に尊敬してそう言ったのか、あるいは嘲るのか。まあ嘲る方だと思います。イエスさまはそれに返事をしながら、神様の戒めの話をしました。姦淫してはならない。罪を犯してはならない。すると、この日とは大胆に「それは小さいときからしっかりと守ってきました」イエス様はそれを聞いてそれを守ったのかどうか調べるために聞いた、質問されたのではありません。普通、それを聞きますと「そうですか。本来、守るべきものを実はまったく守ることができない。そんな能力が私にはないことにここまで歩いてきて気づきました」と返事すべきなのに、「小さいときから守りました」と答えました。それでイエス様が「そうならば、あなたの財産を全部売り払って貧しい人に分け与えなさい。それがこのすべてを守ったということなのだよ。隣人を自分の体のように愛しなさいというのが戒めの核心ポイントだから、それを守ったならばあなたは貧しい人をそのまま放って置かないで、金持ちだからそれを全部売り払って彼らを助けることができるはずだ。守ったのか。守ってないのではないか」という話です。
それから、「私について来なさい」とおっしゃいました。すると、彼らは非常に心配して帰ってしまいました。なぜかというと金持ちだったからです。お金はよいものです。でも、その良いものが神の国に入ることを邪魔します。それでイエス様はがおっしゃいました。金持ちが神の国に入ることはらくだが針の穴に入ることより難しいと。針の穴は普通の糸を入れるのも難しいです。らくだが針の穴に入るというには可能でしょうか。絶対不可能です。それよりもっと難しいとおっしゃいました。神の国に入ることはできません。それは貧しい者は入りやすいし、金持ちは入りにくいという意味でおっしゃったのではありません。それを聞いていた弟子たちがまた聞きました。その後の質問をよく見てみてください。「あの金持ちが入ることが難しいのであれば、だれが神の国に入ることができるでしょうか」という質問です。つまり、今のこの状況、流れでの話は金持ちは貧しい人よりずっと立派でよい状況がそろっているから、もし同じ状況の中で入るとすれば金持ちの方がずっと入りやすいと思われていました。つまり、高校のクラスの中で成績トップの人が大学を落ちました。絶対入れない。それならば31位の人はどうしたら入れるのでしょうか。だれも入れないのではないでしょうかという話です。今は多くの人が金持ちがだめで貧しい人は入りやすいと思っていますがそういう意味ではありません。だれも入ることができない。こんなに立派な人間が入れなければ、今世の中ではだいたいお金でパスできないものはほとんどないでしょう。金の威力はものすごいです。でも、行けません。つまり、一言で申し上げると神の国に入ることがテーマで、そうでないと絶対に幸せはありません。また人生の不幸から逃れることはありえません。だから、神の国に入らないと学歴もお金も、地位も名誉も健康もその人の幸せとは関係ありません。意味のないものになってしまうほど神の国に入ることがテーマです。それなのにだれも神の国に入ることができません。
まずはなぜ入れないのかと言いますと、もう元々入れないのですが今日の様子から申し上げますと、この金持ちの役人の質問自体が問題です。どうしたら永遠のいのち、つまり、神の国を受けることができるのでしょうかという質問自体が間違いです。皆このような質問を持っているから神の国に入ることができません。たぶん、この金持ちの場合はまだ若いのに大金持ちになった、それが遺産を相続していたのか、あるいはまだ若いのにIT企業を起こしたのか、あるいはファンドをどうにかしたのかよく分かりませんが、ものすごい金持ちになりました。だから、自分の努力や自分の才能やアイディアなどなにかによってこのような結果をもたらすことができました。それに基づいて「どうしたら」と自分を主体にして、人間の方からなにをどうすればと常に人間を主体にしてしまう、それを宗教的本能と言います。それに捕らわれているので神の国に入ることができません。質問自体がだめです。人を中心にして人を主人公にして質問する。どうしたら幸せになれるのでしょうか。もちろん、客観的に幸せを求めるための質問自体は悪くありません。それでイエス様は「わたしについて来なさい」とおっしゃいました。そういう意味ではよいのですが、彼の質問の中身はそうではありません。人がなにをどうすれば、その宗教的な本能を格好良い言葉でヒューマニズム、人本主義と言います。皆それに学問的レベルがあるかないかの違いがあるだけであって、それに奴隷になって捕らわれています。それ以外にありません。それが全部です。どうすればよいのでしょうか。人々は神の国に入らないといけません。これが絶対的なテーマなのに、人々は宗教的本能に捕らわれているので見ることも入ることもできません。
それから、イエス様はそれをきちんとチェックして「あなたの財産を全部捨て、それからわたしについて来なさい」と解答を提示しました。それにもかかわらず、彼は心配して悲しんで帰ってしまいました。なぜでしょうか。金持ちなので。今、持っている良いもの、地上にある良いものに対しての愛着のゆえに神の国に入ることができないのです。今まで守りとおしてきた、支えにしてきた、今まで愛情を注いで頼りにしていたものがひとりひとり違うでしょうが必ずあります。この金持ちの場合にはお金だったでしょう。ときには家族かもしれません。自分の才能、あるいは今までの研究した論文の内容など、あるいは今までの自分の経験とかいろいろなことがあるかもしれません。どこかで教わってきたイデオロギー的な思想もあるかもしれません。そういったすべて、目に見えるものも見えないものもありますが地上のものです。神様と関係ありません。地上のものの中で立派なもの、素晴らしいものを手に入れたときに、それに対しての誇りや愛着のゆえに目が暗くなって見えないのです。神の国が見えません。神の国の話をしてあげても聞こえてきません。最終的にはこういうことでしょう。人がだれも神の国に入ることができないのは目が塞がれていて見えない。今の私たちの話で言うと聞こえません。イエス様は最終的には答えを提示しました。私について来なさいと。聞こえません。理解できません。見えないのです。イエス様の、神の国のお話を聞いていても聞こえてきません。地上のものに捕らわれているから。地上のものに対しての愛着によって目が開かれません。神の国のお話をして、その神の国が目の前に来ていても見えません。だから、だれも入ることができません。金持ちが入ることができなければ、他の人種は言うまでもないという意味です。それで弟子たちが言いました。「だれが神の国に入ることができるでしょうか。だれも入れないのではないでしょうか」と。そのときイエス様がおっしゃいました。「人にはできないことが神にはできるのです」とおっしゃいました。それから「ごらんなさい。わたしのために、イエス・キリストについて行くために自分の家、自分のなにか、地上の愛着している頼りにしていたものを捨てた者は永遠のいのちを得て地上で幾倍も祝福される」とおっしゃいました。つまり、神の国に入らなければとにかく意味がありません。それがテーマなのに神の国にはだれも入ることができないのです。偉い者も入れません。目が暗くなって見えないので入れません。だれが神の国入ることができるのでしょうか。それに対してイエス様がおっしゃいました。今日の聖書の箇所の前に、子どもたちがイエス様の方に来ようとしたときに大人がそれを止めました。そのときイエス様が止めないで子どもたちを呼び寄せて、神の国をこの子どものように受け入れる人が神の国の者だ。神の国に入ることができるとおっしゃいました。神の国に入るための一つ、子どものような者とおっしゃいました。それから、もう一つは人間にはできないけれども、神様におできになると。神様がそのように許される場合にはできると。これが条件です。子どものように神の国に仕える者とはどういう意味でしょうか。大人はけがれているからダメ。子どもは純粋なので子どものように純粋な思いの人は合格するとか、そのように律法的、倫理的な話ではありません。皆大人と比較して子どものことを無視していました。そんな状況の中で子どものようにと言うのは一つの意味しかありません。ここで子どもと言うのは自力で生きていけない、親の面倒によって生きる、そういう意味での子どもです。つまり、子どものようにという人が神の国に入れるとおっしゃいましたが、それは「自分ではだめです。だから神を見上げて神様の恵み、神のあわれみの他にはありません。それしかできません」という姿勢、心構えになっている者は神の国に入ることができるということです。イエス様は山上の垂訓でそのような人を「心の貧しい人」と言いました。その人は天の御国を自分の所有としていると。神の国は心の貧しい者、つまり、神様の恵みの他にはありません。その神様が神の国に入ることができないことをご存知の上で、私たち罪人が神の国に入れるようにイエス・キリストを送ってくださいました。イエス・キリストは神の国ご自身であり、イエス・キリストを信じることです。つまり、子どものような思いというものは「イエスがキリストです。イエス様こそ神の国です。イエス様こそ神の恵みであり神様のあわれみです」ということが分かる人、それがどうやって分かるか。目が暗くなって見えないのにそのお話が聞こえて「アーメン」とできるのは神様がそのようにしてくださるからできるのです。神の恵みが臨まれた人がその反応を示すようになります。つまり、目が開かれるようになります。神の国に入る人、金持ちもできない、なにをどうしても人間にはできない、人間はいつまでも「どうすれば」と言う質問しかありません。どうしてもだめです。神様が恵みを与えて、塞がれていたところを取っ払って見えるように、塞がれていたところを取っ払って聞こえてくるように恵みを与えられます。それで子どものような心、子どものような気持ちにさせます。「神様だめです」。先週申し上げました取税人のように「この罪人を憐れんでください。神様の助け、神の救いの御手、神の恵みの他には私には希望がありません。今まではこれを頼りに、これに希望を託して、これをテーマに生きてきましたがそれを全部捨てます。それはそうではないことが分かりました。すべて無駄だと分かりました。神様助けてください。神様あわれんでください。神様の恵みの他には、神の慈愛の他には私に希望はありません」。そのときに聞こえてきます。イエスはキリストです。私たちがまだ罪人であったときにイエス・キリストが十字架にかけられることによって私たちに対する神さまご自分の愛を明らかに示されました。なるほど、イエス様こそキリストです。イエス様こそ神の愛ご自身で、イエス様こそ神の国です。イエス様こそ救いであり希望ですと信じられるようになります。聞こえてくるようになります。お話を聞いてもそれが聞こえてこない人がほとんどです。それが聞こえてくる子どものような心の状態の人が神の国に入ることができます。義人は信仰によって生きます。神の恵みによる信仰によってあなたがたは救われました。皆さんいまだに金持ちになれば幸せになると思っていらっしゃるでしょう。お金は必要なものですがテーマになりません。どんなにお金を持っていても神の国に入ることがなければ不幸な人生です。また、ときには今日の金持ちのようにその金に対する愛着、自慢、金に希望を託しているがゆえに神の国が目の前に来ていても見えません。つまり、この金持ちが質問した永遠のいのちを得る方法はそういったことを全部捨ててイエスについて行くことが永遠のいのち、つまり、神の国に入ることで、それを提示したにもかかわらず、お金に塞がれてそれが聞こえてきませんでした。それが不幸であり悲しいことです。ときには反対にものすごく厳しい困難な中にいて、その困難が邪魔になって聞こえてこない場合もあります。でもだいたいは裕福な時よりは困難な時に崩れて壊れて粉々になって「神様。全部だめです。なんにも役に立ちません。神様のあわれみの他にはありません」。そのときにはじめてイエスのお話が聞こえてきます。そのときまではイエス様を信じると言いながらも信じているのかどうかよくわかりません。「私は罪人です。神様助けてください」。そのときに神様は「もう助けたのだよ」とおっしゃいます。イエスが十字架につけられて、それでよみがえられて今も生きていらっしゃる。あなたのそのすべての罪、暗やみの人生、神の祝福を根こそぎ取られて不幸を患うしかなかった人生を全部なくしました。このイエスを信じる者は新しいいのちが与えられます。神の失っていたすべての祝福を全部取り戻せるようになります。天にある霊的なすべての祝福をいただくようになります。神ご自身がこれからは奪われることがないようにします。誤解しないでください。人間的な立場からの教訓にしてアダムとエバのようにしないで、私たちの中に聖霊をとおして入って来られて、もうくっついて二度と奪われることがないようにそうされます。それを神の国に入ると言います。イエス・キリストによって。神の国に入ることができる者はイエスがキリストだと心から信じられる者、それを告白できる者。今までその人がどんな立場、どんな人生を歩いてきたのかまったく関係ありません。その人生の内容で最高のレベルであってもだめと言われています。神の恵みが臨まれた人間が神の国に入ることができます。だれが神の国に入ることができるのでしょうか。つまり、だれが本当の神の祝福の中に入って幸せな人生になれるのでしょうか。イエスがキリストですと心から信じられる人です。それこそ神の恵みです。だれも元々はそれは聞こえてきません。宗教的な本能、自分の愛着、それを利用しているサタンの邪魔などによって、思いをくらませることによって聞こえてきません。変な話のように、でたらめな話のように、とんでもない話のように聞こえてきます。でもそれが聞こえてきた。その人こそ神の国に入ることができた人です。それならば皆さん、今週1週間、残りの生涯、いろいろな問題があり、またいろいろな弱さがあり、いろいろな失敗があるかもしれません。それにもかかわらず一つだけ、イエス様が救い主として、神様と出会って神の子どもになる道として、心から信じられた人であればどんな失敗があろうが、弱さがあろうがそれは二の次の問題で、これを第１に取り上げてください。そうでない方はイエス様のことを心の中に救い主として、助け主として信じて受け入れていただきたいと思います。そうでない限りは全部、幸せに入らないままごちゃごちゃしているだけです。

それから、イエス様を心から信じられた、イエス様を本当に救い主として告白できた人。それで心に受け入れた方は覚えていてください。他のなにかに惑わされないで覚えていてください。もう神の国を失っていた暗やみの人生は卒業したと。そして、自分は神の国に入れた者、だから、神の国の、その祝福の国の主人公であるという確信を失わないように、それをしっかり持っていてください。理由はイエス様を信じたから、他のなにかがそれを邪魔しないように全部排除してカットしてください。イエスを信じて受け入れたのであれば、もう不幸の人生、呪いの人生、運命の人生、暗やみの人生はもう卒業した。今は神の国に入っている。だから、神の国の祝福の人生の主人公であるとまず確信を持ってください。自分自身に言い聞かせて、これをNO１として取り上げてください。
それから、そうならば自分自身と自分のこれからの人生に対して根本的な安心を持っていてください。ふらふら、ゆれゆれではなく、根本的に安心してください。それから、安心だけでなく、安心に基づいて残りの生涯、この神の祝福によって神が用意していらっしゃる素晴らしい勝利の人生があるので、それに対して自信をもって挑戦するような姿勢を持ってください。自分の人生に自信をもっていてください。「いつも今まで私はこうだったので。いつも私ってこんなものですよ」というのは卒業しました。今までどんな人生を歩いてきたのか分かりませんが、イエスによってその人生を卒業して神の国に入りました。それを認めてください。自分と自分の人生にいろいろなことがあるでしょうが、根本的に根底の方から安心してください。揺れないでください。大丈夫なのだと。ある日、目を覚ましてみると親も家族も全部いなくなった。私を捨てたのではないか。ドラマとかではありますが、たとえばそのような状況があったとしても大丈夫です。自分は神の国に入っているので安心します。それから、残りの生涯、この状態からスタートし必ず勝利する、挑戦する自信を持つ、これが大切です。人生に挑戦してください。祝福が待っているのですから。そのために、皆さんは神の国に入れたのですから、地上のものはいらないというわけではありませんが、地上のものにひっかからないように、足を引っ張られるものにならないように整理してください。神の国はそのような意味です。それでイエス様が「植民地なのかどうかあなたがたは知らなくて良い。そこから自由になりなさい」とおっしゃいました。なぜでしょうか。神の国に入っているのだから。それから、地上のものにひっかからないで、その代わり神経を神の国の新しい祝福があるので、そこに神経を集中するように心がけてみてください。神の国なのだから。周りが私をなんと言おうが、あまりそれにデリケートにならないで神の国の中にある新しい祝福があります。ぜひ、わざとでもそれに気を配って時間をとって、考えを黙想しようと工夫してみてください。体質になっていないので。でも神の国の民である確信に基づいて「そうならば地上のものにふらふら振り回されるのではなく、天から与えられた新しい祝福、変わることのない、朽ちることない祝福に集中すべきでないのか。神経をそちらの方にとがらせるべきではないのか」という考え方を持ってください。それがかわいいクリスチャンです。そうすると皆さんは使徒の働き1章14節にある祈りの場に立つようになるでしょう。皆さんはそちらのほうに持っていかないといけません。せっかく絶対だれも入れない神の国に神の恵みによって皆さんをそこに迎え入れました。そこにしっかり入れてくださったのです。それを無駄にしないように。神の国の中を歩くようにしましょう。
最後にそのような人はこれから周り、世の中、ニュースを見るときに他の基準ではなく、神の国を基準にしてすべてを見ようと心掛けてみてください。良い悪いではありません。神の国です。神の国に入っていないのでチョ・ソンミン（元巨人選手）も自殺するのです。教会に行ったのかどうかわかりませんが、教会に行くから神の国に入れるわけではありません。イエスをキリストとして信じて受け入れることです。イエスさまに従うことが神の国に入ることです。なにを見ても神の国を基準にしてください。律法的ななにかの基準で良い悪い、悪い人間、悪い国、良い国と言うのではなく、自分自身も神の国を基準にしてみましょう。なるほど、そうするとほとんど皆さんの周りの人々やその現場、状況の中に「神の国が臨まれない限りはだめだ、神の国が必要なのだ」という答えが見えるたびに、事件のたびに、ポンポンと皆さんの頭と体と血液型が全部神の国に染まるようになるでしょう。その基準で見ますと。それを避けないでずっと見ようとしてください。そうすると祈りが変わります。心の中に神の国が。旦那さんを見たときにも良い悪いではなく、神の国が臨まれないと暗やみの世界が支配するようになります。仕方がありません。私たちはその暗やみの運命の力に振り回される人生を卒業しました。「でも私はまだこんなに…」。それは皆さんがそれをしっかり認めていないのでいろいろなものが皆さんを惑わしているだけです。引きずられるだけです。もう卒業しました。新しいぶどう酒は新しい袋の中にとおっしゃっているように、新しい神の国の人なのだから、神の国のそこの定番メニューはなんなのかということにこだわらないといけません。古きものではなく。卒業しました。神の国に入りました。勝利していただきたいと思います。自信を持ってください。祈りに取り組んでいただきたいと思います。できないことはなにひとつありません。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も礼拝の中に私たちを導いてくださり、神の国の奥義を教えてくださり感謝いたします。まずテーマを神の国に絞ることができ、イエス・キリストだけが唯一の道であることを信じて、イエスを信じている自分自身に自信と確信と勇気を持つことができるように、暗やみは卒業したので暗いもの、否定的なものを一切、排除する工夫がありますように、そのような心構えで祈ることができ、神の国を基準にしてこれからすべてを見て導かれることができるように、ひとりひとりに神の国が豊かになって行く所々に神の国が臨まれる神の計画が成就することを心からお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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